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回
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完
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清

由
‘
商
業
銀
行
と
の
閥
聯

支
那
白
備
蓄
銀
行
乃
至
備
蓄
機
闘
民
γ

つ
い
て
は
「
備
蓄
銀
行
法
L

が
取
締
規
則
止
し
て
存
在
す
る
。
該
法
は
民
園
二
十
三
年
六
月

二
十
二
日
立
法
院
を
通
過
し
七
月
四
日
園
民
政
府
に
沿
い
て
会
布
せ
ら
れ
た
も
白
で
あ
り
、
同
日
を
以
て
施
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
普
通
商
業
銀
行
の
管
理
規
則
と
も
い
み
ベ
昔
「
銀
行
法
じ
は
民
園
二
十
年
三
月
二
十
八
日
立
法
院
を
渇
越
し
、
伺
日
園
民
政
府
に

語
い
て
公
布
せ
ら
れ
た
が
、
施
行
期
日
未
定
の
主
主
た
り
し
に
比

L
、
儲
番
銀
行
法
の
JWむ
る
地
位
に
は
明
確
た
る
も
の
が
あ
か
。

元
来
備
蓄
銀
行
法
規
と
じ
て
の
先
聾
は
既
に
光
緒
三
十
四
年
五
月
十
六
円
儲
蓄
銀
行
測
例
十
三
筒
僚
と
し
て
頒
布
さ
れ
た
も
り
に

求
め
ら
れ
る
。
E

D
則
例
の
奏
頒
さ
れ
し
と
共
に
大
清
銀
行
内
K
儲
菩
銀
行
が
附
設
さ
れ
し
を
停
へ
る
が
・
辛
亥
革
命
忙
よ
り
停
頓
し

た
。
儲
蓄
銀
行
法
況
の
爾
後
に
長
け
る
推
移
は
民
図
面
年
に
備
蓄
銀
行
法
草
案
を
得
て
若
干
の
粧
過
を
見
、
民
園
二
十
三
年
七
月
四

日
政
府
は
儲
蓄
銀
行
法
十
七
箇
僚
を
公
布
し
郎
民
掘
行
し
た
も
白
で
'
あ
払
ロ
備
蓄
銀
行
と
じ
て
は
民
園
革
命
に
よ
る
停
頓
白
後
を
承

/
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け
て
、
民
圏
三
年
財
政
部
の
餅
令
に
よ
り
中
国
銀
行
並
に
交
通
銀
行
が
出
資
し
て
新
華
儲
蓄
銀
行
を
設
立
し
た
も
白
一
が
代
表
的
先
掘

と
し
て
の
意
義
を
持
つ
と
い
ひ
得
る
d

併
し
乍
ら
支
那
に
訟
け
る
銀
行
l
D
出
路
は
儲
蓄
銀
行
に
た
い
て
合
例
外
を
注
す
も
の
で
は
泣

か
っ
た
。
民
国
首
一
mm
の
銀
行

ρ進
路
と
じ
て
は
崎
形
的
左
出
路
を
商
業
銀
行
。
歴
一
程
に
告
い
で
求
め
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
便
乗
的
性
格
陀
~
た
い
て
儲
蓄
銀
行
の
樺
業
領
域
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
h
o
然
も
備
蓄
銀
行
は
専
業
に
語
け
る
よ
じ
り

も
、
事
ろ
普
通
銀
行
業
務
と
の
乗
替
に
拾
い
で
推
進
し
て
『
ゐ
品
。
も
っ
と
も
集
替
在
る
に
た
い
て
も
、
備
蓄
業
務
に
は
濁
立
の
意
義

h

を
把
持
せ
し
む
べ
き
の
法
意
は
法
規
上
に
認
め
得
る
の
で
あ
る
が
、
乗
瞥
め
流
弊
陀
は
必
然
嘗
戒
を
要
す
べ
き
も
白
が
あ
弘
司
山

、
銀
行
の
進
路
が
圏
内
情
勢
た

ι地
方
性
と
国
際
情
勢
雪
国
際
世
に
牽
制
さ
れ
勝
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
内
需
産
主
主
は
蜘

措
ぐ
こ
と
に
す
る
が
、
備
蓄
銀
行
取
締
法
規
は
営
撚
己
れ
等
の
陸
一
迫
に
掛
し
で
は
保
障
的
役
割
を
持
つ
ペ
き
も
の
で
あ
ヲ
た
己
と
が
醐

j

法
意
と
し
て
現
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
と
に
想
到
す
る
。
或
は
合
計
公
開
の
濁
自
性
に
備
金
主
測
の
保
障
に
保
設
規
定
が
現
れ
、
不
¥
輯
¥
F

新
1
「

正
首
経
替
に
取
締
乃
至
禁
止
規
定
が
取
上
げ
る
れ
て
来
て
ゐ
る
。
前
者
は
直
接
に
疋
常
経
替
を
育
成
す
る
も
D
で
あ
り
、
後
者
は
不
て
1

0
保
市

れ
仏
ー
保
耳
、

i

正
首
要
事
問
を
遮
断
す
る
己
と
に
よ
り
間
接
に
足
常
経
営
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
る
1

然
も
己
白
過
程
に
や
け
る
外
来
勢
力
に
よ
る
撹
さ
E
三小

組
良
vf策恥

飢
乃
至
聾
断
行
田
耐
に
闘
し
て
は
、
邸
ち
外
商
銀
行
が
儲
蓄
業
務
経
轡
よ
り
し
て
、
支
那
土
斎
資
力
。
吸
牧
を
)
行
弘
、
同
時
に
問
周
の
儲

蓄
事
業
致
展
の
陣
礁
を
た
も
し
た
る
に
拘
ら
ヂ
、
E
れ
に
つ
い
て
法
意
の
現
れ
が
た
い
己
と
は
既
に
措
置
上
の
遺
漏
た
り
と
指
摘
さ
れ

て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
制
。
た
だ
と
の
融
で
は
有
奨
繍
苔
即
ち
官
銭
的
割
増
金
付
備
蓄
の
禁
止
規
定
が
若
手
意
義
を
持
づ
以
上
白
も
白

を
求
め
得
友
い
。

銀
行
法
は
漸
く
制
定
公
布
せ
ら
れ
じ
も
、
同
法
に
謝
し
て
は
論
議
賑
や
か
に
展
開
さ
れ
し
も
の
が
あ
る
。
と
れ
を
要
約
す
れ
ば
銀

行
法
の
取
締
を
蒙
む
る
範
闘
を
狭
少
な
ら
し
め
お
と
す
る
修
正
要
求
と
取
締
規
定
に
つ
い
て
緩
和
せ
し
め
ん
と
す
る
訂
正
要
請
と

ι

備
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行

白
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六
六

O

拾
い
て
提
出
さ
れ
た
。
結
局
同
法
は
そ
白
ま
ま
で
は
賓
施
に
至
ら
ざ
り
し
も
の
で
あ
る
か
ら
同
法
の
内
容
と
す
る
と
E
ろ
は
現
賓
に

稜
動
し
得
友
か
つ
も
山
。
然
る
に
備
蓄
銀
行
法
は
そ
の
内
容
と
す
る
と
E

ろ
を
賢
際
上
の
取
締
規
則
と
し
て
施
行
し
得
た
も
の
で
あ

る
一
。
と
と
に
そ
の
管
轄
白
領
域
正
取
紳
白
内
容
と
を
一
熔
吟
味
し
て
見
る
。

d
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法
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s
 

t
F

一
様
凡
以
複
朝
方
桂
収
受
零
星
存
款
者
錦
繍
菩
銀
行
、

J

間

合
於
前
項
目
規
定
而
不
稿
儲
曹
銀
行
者
調
同
儲
蓄
銀
行

r

一

M

一

吋

噛

叫

Z
と

品

被
利
』
方
法
を
以
て
零
細
た
る
預
金
を
収
受
す
る
も
の
を
儲
菩
銀
行
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
儲
蓄
銀
行
と
橋
せ
ざ
る
も
の
に
つ
乱
調

mf

い
で
も
儲
蓄
銀
行
と
看
倣
ず
建
前
で
あ
る
。
従
て
備
蓄
銀
行
を
槙
概
し
た
る
も
の
は
回
よ
り
、
銀
行
儲
菩
部
、
。
信
託
金
司
備
蓄
部
、
一
ド
槻
一
胸
、

1
j
e
1
q
M
 

儲
蓄
倉
吉
毛
主
け
で
あ
り
一
、

E
ζ
ι
儲
蓄
銀
行
と
は
儲
蓄
機
闘
を
指
稀
b
て
ゐ
る
も
む
と
い

U

ふ

?

と

が

出

凍

る

。

ば

醐

品

質
南
銀
行
乃
至
儲
蓄
機
関
は
普
通
商
業
銀
行
と
は
一
際
明
確
に
匝
劃
さ
る
べ
苦
も
の
で
あ
り
、
支
那
の
揚
合
に
沿
い
て
も
特
殊
銀
一
四
一
一
時

P
時

u

行
白
一
類
別
は
左
の

hm〈
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
。
(
一
)
中
央
準
備
銀
行
、
(
一
一
)
外
園
矯
噌
銀
行
、
(
一
旦
〉
ヱ
業
銀
行
、
(
四
)
信
用
銀
行
、

P
和
一
一

β

I

f

-

-

¥

 

(
五
)
勅
喋
銀
行
、
(
六
)
備
蓄
銀
行
、
(
七
)
農
業
銀
行
、
入
会
寅
業
銀
行
己
れ
で
あ
る
。
銀
行
法
第
五
十
喉
作
よ
れ
ば
「
特
種
銀
行
、
出

除
法
令
別
有
規
定
外
、
誼
用
本
法
之
規
定
」
と
怠
っ
て
ゐ
る
。
従
て
特
殊
銀
行
に
つ
い
て
規
定
た
置
も
白
は
右
銀
行
訟
が
施
行
さ
れ
で
配

ゐ
る
と
す
れ
ば
三
規
定
が
適
用
さ
れ
る
が
、
共
他
の
特
殊
銀
行
に
つ
い
て
は
営
委

Z
特
殊
法
会
前
提
と
た
っ
て
謹

t

u

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
る
に
支
那
の
現
買
に
あ
っ
て
は
商
業
銀
行
仕
往
々
備
蓄
銀
行
と
同
列
に
取
扱
ば
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
支
那
側
一
九
時
ー

新
式
銀
行
の
類
肌

ι拾
い
て
(
一
)
中
央
銀
行
及
特
許
銀
行
、
(
一
一
)
省
市
立
銀
行
、

J

円
一
一
一
)
商
業
儲
蓄
銀
特
、
h

四
)
農
工
銀
行
、
(
五
)
専
長

業
銀
行
、
(
六
)
華
僑
日
銀
行
と
じ
た
る
如
苦
そ
の
一
例
で
あ

h
a
事
質
支
那
の
商
業
銀
行
と
儲
蓄
銀
行
占
に
は
扮
界
明
瞭
た
ら
ざ
る
も
一
同

， 
、
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、

惟
ふ
に
支
那
の
各
般
D
銀
行
忙
は
一
定
の
目
標
と
住
務
を
確
立
し
得
ざ
り
し
推
移
が
あ
り
、
短
期
商
業
預
金
の
一
途
に
競
合
せ
し
r

同

積
鉢
は
容
易
に
梯
拭
し
得
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
1

然
v

り
と
せ
ば
E
こ
に
進
路
を
求
め
て
ゐ
た
支
那
側
新
式
銀
行
は
農
業
銀
行
乃
至
ヱ
炉

業
銀
行
と
し
て
の
機
能
は
著
し
〈
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
式
銀
行
は
概

ιて
商
業
金
融
の
範
時
々
股
し
得
去
か
つ
も
江
わ
貯
で
開

あ
る
。
一
膝
銀
行
を
性
質
上
類
別
す
る
と
し
て
如
上
の
特
殊
銀
行
白
分
野
を
示
し
た
と
し
て
も
た
だ
之
れ
だ
け
に
と
E
ま
り
勝
ち
な
犠こ

6

も
白
で
あ
っ
た
が
ル
己
白
中
陀
あ
っ
て
は
儲
普
銀
行
、
は
比
較
的
に
自
己
D
捜
査
を
開
成
し
?
あ
っ
た
も
の
と
も
い
ひ
得
る
。
然
る
慎
」

量

E

K
商
業
銀
行
と
備
蓄
銀
行
と
白
分
界
駿
昧
な
る
も
?
と
?
一
た
っ
て
居
り
、
儲
菩
銀
行
は
専
業
と
し
て
の
存
在
に
乏
し
〈
、
業
績
を
事
げ
ん
寸
叫

第

F

て
ゐ
る
も
の
は
多
〈
は
商
業
銀
行
の
粂
業
に
沿
い
て
で
あ
る
e

中
外
経
抽
何
年
報
に
一
例
を
求
め
て
、
商
業
銀
行
の
九
代
表
と
し
て
の
ト
同

τ

中
園
・
中
南
・
上
海
・
漸
興
・
園
華
・
獄
事
貝
・
中
字
・
国
毒
誠
・
墾
業
銀
-
仔
を
諸
蓄
銀
守
の
八
代
表
と
し
て
の
中
国
・
四
行
舎
・
上
海
・
揃
血
?
莱
諜
附

F

-

，

f

一
m

‘

抽

九

月

ト

興
誠
・
蹴
賞
・
中
字
・
墾
業
銀
行
と
の
川
較
に
語
い
ザ
い
も
そ
の
-
端
主
知
り
得
号
又
庚
〈
備
蓄
…
機
関
の
全
般
に
つ
い
て
見
て
も
笠
宮
い
叶
戸
川

業
態
の
多
き
を
看
る
E
と
が
出
来
る
叫

/

i

/

¥

鵬
咽
目
一
匹

戸

岨

事

ο伊
良

元
来
商
業
銀
行
金
書
金
の
受
入
に
あ
り
、
己
れ
が
貸
出
も
長
期

ι亙
る
を
得
た
い
も
の
で
あ
る
。
霊
銀
行
は
長
預
金
白
時
期

受
入
記
一
得
曇
尋
問
機
一
に
あ
る
け
れ

E
も
、
そ
れ
は
零
細
川
佐
小
口
調
金
を
出
で
難
昔
も
の
で
も
あ
り
、
た
主
ひ
長
明
貸
出
を
可
能
左
仲
間
調
龍
一
一

時
外
頼
者

J

し
で
も
、
そ
白
敢
額
は
E
多
忙
達
す
る
に
は
底
地
域
に
亙
る
護
遣
を
前
提
と
干
る
。
何
蓄
銀
行
の
業
績
進
展
は
営
該
行
を
し
℃
商
業
想
外
圏

旬

、

、

、

巾

申

銀
行
た
り
得
る
改
組
は
可
能
と
す
る
も
、

j

支
那
の
，
易
合
に
は
商
業
銀
行
裕
一
備
蓄
部
主
設
直
す
る
頃
向
が
目
立
引
。
と
れ
を
換
言
す
れ
傑
梅
、
i

-

{

慕

宵

掲

揚

‘
ば
儲
蓄
機
関
は
締
局
銀
行
法
6
如
守
取
締
規
則
の
寅
施
さ
れ
た
る
に
つ
い
て
は
先
行
し
た
げ
れ
ど
も
業
殻
よ
り
い
へ
ば
附
属
的
存
在
虚
張
前
前

一

J

F

O

¥

ノ

の

域

を

出

て

ゐ

た

い

円

。

ペ

ノ

傭
蓄
銀
行
白
課
題

V 

の
が
あ
る
e

/ 

J 〆
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寸

J考

儲

蓄

銀

行

町

一

課

題

傍

五

十

四

種

大

内

ニ

第

六

蹄

更
に
備
蓄
銀
行
と
商
業
銀
行
と
の
閥
聯
に
つ
い
て
は
銀
行
法
と
白
比
較
に
沿
い
て
左
記
事
項
は
一
顧
に
値
す
る
σ

行

錯
二
僚
障
問
蓄
銀
行
臆
錫
肱
傍
有
限
公
司
組
織
、
非
極
財
政
部
桜
准
平
海
設
立

v

p

y

犠

普
遍
銀
行
依
前
項
志
規
定
得
朱
替
傭
蓄
量
行
業
務
、
但
以
枚
足
費
本
軍
少
窪
困
幣
一
一
耳
禽
元
者
団
坤
限
'
酢

¥
普
通
銀
行
は
舎
粧
組
織
草
し
て
財
政
部
の
認
可
を
受
け
れ
ば
閥
設
し
得
る
け
れ
E
L
U
儲
蓄
銀
行
は
た
だ
に
舎
枇
組
織
な
る
の
み
恥コ一一

に
告
い
て
は
存
立
し
得
守
る
も
の
一
で
あ
っ
て
、
特
に
株
式
合
枇
組
織
に
し
て
財
政
部
の
認
可
あ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
普
通
十
組第

士

銀
行
が
儲
蓄
銀
行
業
務
を
粂
替
ぜ
ん
と
す
る
に
首
つ
て
は
前
項
の
規
定
に
依
擁
し
た
け
れ
ば
な
ら
ね
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
は
普
通
、
十
日

傑
第

銀
行
の
資
本
舗
は
捌
込
済
百
寓
元
を
以
て
限
度
と
さ
れ
や
〉
因
み
に
儲
菩
銀
行
と
し
て
車
問
調
経
営
に
ι
付
け
る
資
本
額
一
は
五
十
世
尚
一
石
を
炉
一

瞳
岬
町
市
十
一

下
る
を
得
注
い
も
の
で
あ
る
が
、
若
干
D
例
外
規
定
b
E
作
ム
。

様
、

銀
行
法
ほ
公
布
さ
れ
た
ま
ま
の
も
O
で
る
り
、
質
施
一
に
至
ち
た
か
っ
た
。
儲
蓄
銀
行
法
は
公
布
。
日
よ
り
即
日
施
行
さ
れ
た
も
の
こ
侮

第
九

で
あ
る
o

郎

日

施

行

と

?

と

ま

で

重

量

包

装

っ

た

も

の

お

は

勿

論

立

難

い

け

れ

5
、
儲
蓄
銀
行
法
は
銀
行
法
九

3

止
か
も
そ
の
内
容
に
や
い
て
規
定
白
殿
密
怠
る
も
D
あ
る
に
か
か
は
ら
や
賞
施
さ
れ
し
所
以
O
も
り
は
同
法
が
特
殊
法
と
し
で
限
局
銀
融
引

町

¥

菩

銀

F

さ
れ
る
領
域
を
封
裂
と
せ
し
主
併
せ
て
同
法
白
庶
民
金
融
に
告
け
る
取
締
上
白
必
要
か
ら
で
あ
っ
た
。
、
-

P

儲
審
真

。
貯
有

傍
本
組
問

-
-
農
材
金
融
の
業
務

J

リ

h

↑山
A
帽
偽

四
保
之
-
-

J

第
市
圏
第

ρ

儲
蓄
銀
行
の
業
務
は
左
記
の
如
く
-
で
あ
り
、
己
互
に
は
特
に
取
立
て
て
論
議
す
る
も
白
は
克
嘗
ら
や
し
て
、
一
各
園
の
先
例
に
傾
向
ャ

六
i¥. 

、、
モJ

第
四
保
マ
ヘ
儲
蓄
銀
行
除
左
列
各
款
業
務
外
不
得
柴
普
共
他
業
務

(

一

v

随
時
耽
付
之
揖
期
存
歎

、

!

一

一

r

を
均
し
〈
ず
る
e

l 
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ぺ
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句

備
蓄
輯
有
白
課
題

第
五
十
四
巻

大
六
回

七
Q 

第
六
貌

¥
¥
 

右
目
規
定
は
普
通
銀
行
業
務
経
替
乃
至
資
金
運
用
K
比
較
す
れ
ば
巌
防
相
に
制
約
さ
れ
て
ゐ
る
は
営
然
で
あ
ゐ
。

E
h
H
を
我
園
貯
蓄

銀
行
法
第
十
一
僚
に
謝
照
ず
る
時
寸
不
動
産
ヲ
抵
営
ト
ス
ル
貸
付
」
た
る
↓
項
が
あ
る
け
れ

E
も
A

支
那
儲
蓄
銀
行
法
に
告
い
て
は

農
村
金
融
へ
の
重
離
が
著
し
〈
百
立
つ
。
以
下
E
れ
に

ρい
て
若
干
の
考
一
気
を
試
み
る
E
と
に
し
た
い
。
一

h

儲
蓄
銀
行
訟
は
奮
飛
の
諸
草
案
を
経
由
仏
、
法
規
と

L
て
の
周
晴
刊
を
期
し
て
公
布
施
行
さ
れ
た
も
の
と
仏
ム
。
固
よ
り
と
れ
を
以
一
一
一

「

て
完
備
の
域

5
呈
し
た
め
岐
で
ぽ
泣
い
が
、
そ
の
特
色
・
と
す
る
正
予
」
ろ
は
前
掲
D
有
時
党
山
崎
蓄
の
禁
止
で
あ
り
、
資
本
額
の
提
高
で
榊
'

四
時
開

3

あ
る
と
い
ふ
。
更
に
特
徴
と
じ
で
掲
げ
ら
れ
る
も
の
芹
農
村
貸
付
の
重
闘
が
あ
る
句
壁
画
銀
行
に
限
ら
宇
普
通
銀
行
為
貨
に
農
業
金
司
法
~
4

白

樺

第

四

融
業
務
を
粧
品
目
ぜ
ん
と
す
る
の
経
過
は
濁
り
支
那
に
沿
け
る
特
有
の
事
情
で
は
な
い
。
農
業
金
高
機
閥
D
特
設
さ
れ
ざ
る
に
語
い

τ
陸、

z

r
 

も
農
業
金
融
疏
通
の
宣
言
は
均
し
(
も
痛
感
す
る
と
と
る
で
あ
る
。
儲
苔
銀
完
至
普
通
銀
行
乞
し
て
農
業
金
融
業
務
経
営
議
論
叫

?
?
論

ー
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
閣
の
傾
向
と
し
て
備
蓄
銀
行
は
農
業
長
期
金
融
業
務
へ
普
通
商
業
銀
行
は
農
業
短
期
金
融
業
務
へ
暗
J

棚

連

保

融

D
奨
励
が
意
閲
さ
れ
た
。
蓋
し
備
蓄
銀
行
は
儲
蓄
預
金
を
吸
牧
す
る
も
の
で
あ
り
、
期
限
比
較
的
長
期
な
る
に
よ
担
、
農
業
支
期
投
金
十
針

一

，

費

策

業

¥
J
U
習
に
適
合
す
と
し
、
商
業
銀
行
の
貸
付
期
限
は
農
業
短
期
金
融
期
限
院
交
流
せ
し
め
ん
と
ず
る
見
解
の
一
膝
D
反
映
と
見
る
こ
と
が
軒
、
農

保七策法行録番儲

ι 

• 
fl 

盟

、

支
那
の
農
村
貸
借
り
寅
質
は
高
利
貸
金
融
に
る
る
と
は
夙
に
い
は
れ
る
と
と
る
で
あ
る
匂
農
業
金
融
自
改
善
は
提
唱
さ
れ
で
は
来

た

Z
E、

事
貫
葬
借
入
の
低
利
香
は
僅
少
の
室
町
で
で
銀
行
陀
向
っ
て
ー
借
入
を
な
し
得
る
も
由
主
い
て
も
五
分
以

下
は
期
し
得
や
し
て
六
大
多
数
の
借
入
利
率
は
月
息
三
分
以
上
乃
至
月
息
十
分
の
も
D
も
あ
る
イ
と
い
ふ
勺
然
も
農
民
が
併
入
れ
し
資

金
は
大
部
分
は
同
常
生
活
、
婚
喪
等
の
費
用
と
司
た
っ
て
暦
担
、
或
は
天
災
・
租
税
・
田
租
白
支
排
醤
債
借
棒
白
補
填
等
に
費
消
さ
れ
、

土
地
、
農
具
共
他
生
産
力
補
強
の
用
迭
に
仕
向
け
ら
れ
る
も
白
が
少
曹
を
倖
へ
て
ゐ
る
σ
支
那
農
民
O
比
率
は
百
分
の
入
十
七
t
そ

ρ
山町叫し昭一刈

ふ一一
一ι忌日

、



人
口
中
に
占
め
る
も
白
で
志
向
y
、
そ
の
窮
乏
白
波
及
す
る
と
と
ち
は
深
刻
に
し
て
庚
犬
な
る
ほ
言
を
倹
た
左
い
。
さ
れ
ば
支
那
営
局

忙
な
け
る
農
業
金
融
改
善
の
意
闘
は
各
方
面
に
顕
現
す
べ
き
b
け
で
あ
る
σ

支
那
白
金
融
機
構
白
髄
が
健
全
な
褒
建
を
注
し
得
た
も

白
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
比
較
的
法
規
上
に
お
い
て
也
、
銀
行
経
替
白
寛
積
に
告
い
て
も
、
一
熔
の
地
歩
を
固
め
て
来
た
儲
仏3

2
 

1
6
 

蓄
銀
行
に
農
業
金
融
を
奨
励
し
た
経
過
は
看
過
し
難
い
観
結
で
あ
る
。

t
乙
に
中
央
農
業
寅
験
所
が
金
支
一
千
三
百
徐
嫌
に
亙
っ
て
‘
「
↓

H

2

 

農

民

借

入

金

の

源

泉

を

調

査

し

た

と

絹

す

る

も

の

忙

つ

い

て

そ

の

一

既

を

見

る

ロ

一

円

」

J

l

間
開

農

民

借

款

車

源

百

分

数

是

(

民

園

兵

一

一

干

五

年

}

れ

'

Z
8
 

農
業
金
融
へ
の
商
業
銀
行
乃
至
儲
蓄
銀
行
白
山
陽
ガ
的
進
出
は
近
時
の
傾
何
で
あ
り
、
逐
護
員
↑
仲

現
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
い
へ
る
。
先
づ
農
村
金
融
と
儲
蓄
銀
行
の
交
流
に
限
局
し
て
見
る
。
上
再
開
ノ

海

商

業

儲

蓄

銀

行

の

農

業

豪

華

警

官

協

蓄

銀

行

t農
村
合
作
蓮
動
へ
の
協
力
で
語

あ
り
、
江
蘇
室
長
銀
行
の
儲
蓄
庭
設
定
の
如
音
は
農
業
銀
行
枠
内
備
蓄
金
融
機
能
を
包
一
揖
し
た
譲

る

代

表

的

む

も

の

で

あ

る

。

」

駐

日

三

霜農
、

那
庫

支
究、

間
帯
構

邦
擁

(
f
 

盆
銀

翰
央

陳
中

上
海
商
業
儲
蓄
銀
行
農
業
貸
款
部
放
款
章
程

第
一
保
本
行
農
業
貸
款
暫
以
貸
奥
，
左
列
三
種
機
関
盛
限

ー
甲
以
農
業
生
産
謡
曲
第
目
的
之
合
作
枇

乙
以
農
村
信
用
及
雑
瞥
錦
目
的
迄
告
作
枇

丙
農
業
倉
庫

停
十
三
時
本
行
割
各
脅
作
品
世
放
歌
規
定
月
息
一
分
、
但
亦
得
参
照
富
地
情
形
随
時
酌
定
之
・
、
~

第
寸
六
峰
本
行
押
局
保
盤
合
作
事
業
基
礎
稽
園
、
並
掠
脇
島
民
節
倫
輯
徳
起
且
、
凡
合
作
枇
之
極
本
行
承
認
者
、
品
須
以
該
註
枇
世
話
年
金
部
時
積
金

及
其
他
世
議
存
入
本
行
、
英
輔
且
得
接
事
行
局
蓄
章
程
加
息
一
麓
優
待
志
、
坦
最
高
以
週
息
一
分
鋳
限

江
襟
省
農
民
鵠
仔
儲
蓄
島
章
程

京e

私商錨典骨銀
車

作

入居雄官壮行

六一
""三宜八=一

豆.王 ー，ナ

六 八四回

情
蓄
銀
行
白
課
題
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J
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傍
五
十
四
巻

六
六
五
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儲
蓄
銀
行
由
課
題

熔
大
掛

六
六
六

傍
玉
ム
T
田
容

寸国

第
一
保
仕
蘇
省
自
民
銀
行
、
依
擦
章
程
第
一
一
十
六
時
怖
之
規
定
、
設
立
儒
蓄
晶
、
鄭
圃
楠
暫
業
務
‘
定
名
両
面
江
藤
省
農
民
銀
行
備
蓄
島

江
蘇
省
農
民
銀
行
掌
程

第
一
一
十
六
時
江
田
陣
省
農
民
組
行
之
業
務
範
囲
如
温
¥

(
一
)
ァ
放
歌

以
貸
奥
農
民
所
組
織
之
骨
作
枇
錦
陣
則
、
在
各
地
音
作
事
業
牽
充
分
裂
建
前
、
開
於
場
誼
農
産
事
業
及
副
業
轄
事
得
放
款
‘
但
此
穏
放
款
鱒

額
、
山
鹿
由
監
理
委
買
骨
議
決
岩
、
舎
作
枇
放
設
利
車
、
最
高
不
得
遁
且
利
一
分
、
其
他
放
歎
利
車
、
不
得
健
常
地
於
合
作
世
之
輔
串

(
ニ
〕
存
款

h
f

会

一

)

陣

党

一

一

J

J

〔
回
}
儲
蓄

J

J

J

侍
曹
業
務
完
設
備
蓄
晶
御
理
、
轟
章
程
舟
町
之
(
省
】

固
よ
り
商
業
銀
行
と
農
業
金
融
の
分
野
も
支
那
の
現
貫
一
忙
沿
い
て
既
に
取
上
げ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
と
れ
は
本
稿
白
目
標
と

す
る
と
E
ろ
で
は
た
く
、
元
来
商
業
銀
行
そ
れ
自
陣
が
農
業
金
融
に
開
拓
白
歩
を
進
め
ん
と
す
る
骨
域
は
乏
し
い
。
た
だ
従
来
支
那
-

の
金
融
機
関
一
と
し
て
は
商
業
銀
行
の
進
路
佳
境
則
的
で
あ
炉
、
時
形
的
で
は
あ
っ
た
が
?
腐
の
仲
良
O
跡
を
辿
り
得
る
も
白
で
あ
っ
¥
、

た
が
故
に
、
商
業
銀
行
と
農
業
金
融
を
経
過
的
の
措
置
浩
し
て
便
乗
的
協
力
を
考
究
L
得
る
わ
け
で
あ
る
。
本
来
商
業
銀
行
が
そ
の

L

業
務
規
定
に
沿
い
て
不
動
産
投
費
を
一
禁
止
せ
ら
れ
る
は
各
圃
そ
の
軌
を
一
に
す
る
も
白
で
あ
り
4
1

支
那
の
銀
行
法

ι一
膝
そ
の
前
提

y

の
下
に
出
費
し
て
ゐ
る
。

銀
行
法
ぶ
第
十
一
時
第
二
項
除
脱
が
替
業
上
品
需
之
不
動
産
外
不
得
買
入
或
承
受
不
動
産
、
.
困
脅
償
慣
U

務
受
領
定
本
銀
行
股
票
膿
於
四
個
月
内
底
分
に

受
領
之
不
動
産
廊
於
一
年
白
川
島
分
、

商
業
銀
行
D
投
資
ほ
底
分
に
便
宜
隠
し
て
岡
牧
陀
迅
速
在
る
を
要
す
る
建
前
か
ち
、
時
業
使
用
に
非
ぎ
る
不
動
産
の
賦
入
、
¥
抵
営

一
貸
付
等
主
一
般
に
禁
制
と
す
る
。
一
然
る
に
支
那
の
賞
般
は
農
本
闘
で
あ

H
汁
農
業
銀
行
へ
の
要
望
は
多
大
な
る
ー
も
の
あ
る
陀
拘
ち
示
、

¥ 

? 

" 





儲
蓄
銀
行
由
課
題

第
五
十
四
巻

六
究
凡

第
六
貌

セ
匹i

、
、

ん
だ
も
の
で
あ
る
。

挙

備

金

キ

の

保

1管

儲
蓄
銀
行
法
に
つ
い
て
留
意
さ
る
ベ
昔
は
準
備
金
の
中
決
銀
行
へ
り
預
託
に
つ
い
て
ど
あ
る
。
本
来
普
通
銀
行
に
な
い
て
も
預
金

者
白
保
障
、
経
費
の
園
滑
を
期
す
る
に
は
準
備
金
白
中
央
集
中
が
企
固
さ
れ
る
9

支
那
白
一
揚
合
聯
合
準
備
制
児
島
い
て
と
の
種
の
企

撃
が
補
克
さ
れ
し
も
の
が
あ
る
と
は
い
へ
、
準
備
金
そ
り
も
白
を
中
央
銀
行
に
沿
い
て
集
中
す
る
こ
と
は
出
来
危
か
っ
た
。

a

銀
行
法
第
ヤ
回
線
無
酔
責
任
組
織
之
銀
行
陣
後
英
田
費
鯨
額
外
聞
貨
収
費
本
一
般
納
百
分
之
二
十
現
金
鵠
保
設
金
存
儲
中
央
鍛
行
(
以
下
臨
)

第
十
六
保
有
限
責
任
組
織
之
銀
行
於
括
局
分
祇
盈
候
時
騰
先
提
出
十
分
之
一
盛
品
面
積
金
(
以
下
略
)

銀
行
法
の
準
備
金
規
定
に
つ
い
て
も
右
D
程
度
白
も
白
で
あ
り
、
然
も
こ
れ
は
寅
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
法
規
と
し
て
一
腹
の
参

照
資
料
穴
る
に
と
ピ
ま
る
一
J

然
る
に
儲
備
銀
行
法
陪
う
い
て
い
へ
ば
、
己

D準
備
金
の
中
央
銀
行
己
保
管
に
ク
い
て
は
左
白
如
昔
法
文
、

が
あ
担
、

ζ

れ
は
公
布
「
と
共
に
郎
日
施
行
志
向
い
た
も
の
た
る
る
と
に
一
段
の
意
義
を
持
ヲ
。

儲
蓄
銀
行
法
第
九
傑
備
蓄
輯
行
車
少
願
有
備
蓄
存
耕
輔
岬
額
四
分
守
山
一
相
官
之
政
府
正
常
債
庫
鼻
F
K
其
他
捲
保
確
賀
迄
費
産
実
存
中
央
担
行
特
設
之
保

押
管
庫
鑓
償
還
儲
蓄
存
款
之
揖
保
〈
以
下
略
』

銀
行
法
の
規
定
は
そ
の
も
の
が
若
干
緩
和
さ
れ
。
て
ゐ
る
も
D
で
あ
り
、
然
も
寅
施
に
至
ら
占
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
儲
蓄
銀
行
法
珊

白
規
定
は
そ
0
・
も
の
が
像
密
で
あ
り
、
そ
の
ま
三
施
行
さ
れ
た
も
白
で

hる
。
備
蓄
銀
特
の
性
質
上
準
備
金
の
中
央
管
轄
を
強
要
す
斬

る
に
急
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
は
い
へ
、
喜
角
儲
蓄
銀
行
訟
は
銀
行
預
金
に
つ
い
て
ゆ
準
備
金
の
中
央
署
長
。
て
ゐ
た
も
備

の
た
る
と
と
に
留
意
す
べ
き
も
の
が
あ
る
o

E
の
供
託
準
備
金
集
中
保
管
の
措
置
は
た
J
v
h
k
銀
行
経
費
土
の
基
礎
工
作
陀
儲
蓄
銀
行
銀

に
沿
い
て
先
鞭
づ
殴
た
在
い
J

ム
に
と
ど
ま
ち
ゃ
、
一
支
那
戦
時
金
融
の
準
備
工
作
と
し
て
も
一
端
の
役
割
を
果
さ
し
め
ん
と
す
る
も
の

F

' 

、
i
i

叫

ム

汽

V

}

T

、月

， 



J
J
5♂
γ
 

民

/ 

、‘11

で
あ
っ
た
己
と
を
知
る
。
即
ち
蕎
園
民
政
府
の
意
闘
と
し
て
職
時
に
際
脅
し
て
備
蓄
預
金
山
口
引
出
さ
れ
る
と
と
は
戦
時
金
融
恐
慌

o
-

、
一
要
因
な
り
と
し
て
、
己
の
偶
語
銀
行
法
の
持
つ
意
義
を
取
ト
一
げ
た
も
の
が
あ
る
。
儲
菩
銀
汁
法
第
九
僚
に
規
定
せ
る
預
金
綿
視
の
、

J

四
分
D

一
江
相
川
品
類
の
預
金
準
備
を
中
央
銀
行
に
特
設
の
保
管
庫
に
供
託
せ
し
む
る
こ
と
を
米
園
D
聯
合
準
備
制
度
に
用
例
じ
て
、
，

4hd 

そ
の
曾
員
銀
行
が
備
蓄
預
金
を
準
備
銀
行
に
預
入
れ
、
以
て
非
常
事
務
に
臆
念
。
措
置
た
ら
し
め
ん
と
す
る
と
作
舟
を
均
し
き
も
の

'
P

l

s

I

H

P

 

ノ

jFE

と
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ

h

o

v

.

民

)

守

創

品

種
円

戦
時
金
融
準
備
工
作
と
し
て
預
金
準
備
の
集
中
保
管
の
一
役
を
見
る
と
せ
ば
、
普
通
商
業
銀
行
に
h

h
て
ほ
儲
蓄
銀
行
伊
事
け
る
時
叫

i
l

預
金
準
備
白
特
設
保
管
庫
へ
の
葉
れ
と
い
ふ
域
に
は
到
達
し
て
ゐ
た
い
。
併
し
乍
ら
支
那
白
金
融
機
管
薬
草
無
組
織
で
あ
、
・
調
印
、

る
と
は
い
へ
友
い
。
近
時
数
年
来
支
那
一
政
府
は
同
闘
の
金
融
市
揚
組
織
に
依
乏

L
て
、
非
常
時
期
主
け
る
謹
聞
の
策
組
経
費
-
K
既
ヘ
{
駒
山

¥

f

k
a且
を
梯
ひ
己
れ
が
改
進
に
努
め
来
れ
る
を
表
示
す
る
を
と
ろ
に
よ
れ
ば
¥
金
融
機
構
白
改
善
方
途
と
し
て
風
家
銀
行
制
度
の
確
立
開
nm

と
銀
銭
噛
哉
の
合
作
た
る
雨
方
面
よ
り
そ
の
経
過
を
侍
へ
た
も
の
が
包
る
。
己
主
で
は
た
巴
準
備
金
白
一
項
に
つ
い
て
そ
の
準
備
工
作
-
胡
町
ー
や

四
修
叫

た
り
と
す
る
も
の
を
取
上
げ
る
。
性
備
金
の
集
中
に
つ
い
て
は
預
金
準
備
と
費
行
準
備
と
が
あ
り
、
準
備
金
措
置
と
し
て
進
行
せ
し
川
門
誌

¥

j

:
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v
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段
階
と

L
「
て
は
民
園
二
十
四
年
十
一
月
日
一
一
一
日
の
新
貨
幣
法
の
施
行
は
大
き
ど
意
義
を
持
っ
と
と
は
多
言
を
要
し
た
い
が
、
そ
の
戦
時
祷
十
如
〆

ー

:

・

器
工
作
と
し
て
県
長
官
役
割
は
大

2
2ぜ
あ
っ
た
。
幣
製
革
島
し
て
同
目
需
の
?
「
著
書
管
理
委
員
事
戦
芯

ち
は
費
行
準
備
集
中
に
つ
い
て
の
劃
期
的
段
階
を
た
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
預
金
準
備
の
集
中
保
管
に
つ
い
て
は
既
遁
の
如
盟
k

d

'

r

L

t

 

一
く
儲
蓄
銀
行
に
つ
い
て
寅
施
さ
れ
た
域
の
も
白
で
あ
り
銀
行
会
般
へ
の
寅
放
を
事
げ
て
ゐ
た
い
。
併
し
そ
れ
は
預
金
準
備
の
建
前
に
宝
コ
vu

吉
園

語
い
て
w
h

あ
り
、
褒
行
準
備
の
問
題
と
し
て
見
れ
ば
、
夙
に
準
備
の
集
中
保
管
は
別
迭
に
烏
い
て
そ
D
要
求
に
答
へ
つ
人
あ
っ
た
も
(
閥
民

w
v

の
が
あ
る
乙
と
を
看
過
じ
て
は
な
ら
注
い
。
由
来
公
庫
制
の
企
聾
に
た
い
て
紙
幣
費
行
統
一
白
推
移
に
は
見
る
ぺ
苦
も
の
が
あ
り
九

六
六
九

3') 
33) 

儲
蓄
銀
行
。
課
題

第
五
十
四
巻

第
六
斑

七
五

d
F
 

l

i

l

i
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-
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1

1
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備
蓄
銀
行
P
一

課

題

ザ

第

五

+

四

巻

六

七

O

モ
D
傾
向
に
者
い
で
聯
合
準
備
制
に
は
留
意
を
要
す
る
。
前
田
醐
の
務
行
準
備
管
理
委
員
舎
も
乙
白
軌
道
に
添
ム
て
結
成
さ
れ
た
も
の

で
一
あ
る
が
品
問
よ
り
過
去
の
聯
合
噂
備
制
よ
り
は
高
度
目
的
容
充
貨
を
知
る

E
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
官
民
合
聯
合
結
成
に
よ
る
一
殻
刊
一

A

一
n夜

行
噂
備
管
理
機
闘
で
あ
る
と
と
は
未
だ
聯
合
準
備
制
に
よ
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
費
行
の
統
一
可
法
幣
白
信
用
輩
闘
を
目
的
と

L
J同
瑚

て
特
設
さ
れ
た
委
員
舎
で
あ
り
、
強
行
草
案
中
と
蓄
署
長
一

ι資
す
る
機
能
低
従
来
の
聯
合
意
制
と
で
て
多
分
忙
佐

高
度
の
も
の
と
た
合
一
で
ゐ
る
。
準
備
の
集
中
位
先
換
を
停
止
し
て
準
備
保
管
を
行
み
に
土
b
入
超
蹄
題
k
u
一
叉
銀
問
題
に
そ
四
機
構
上
、

の
有
利
性
を
説
い
た
も
白
が
あ
る
が
郊
ぞ
れ
が
宣
ち
に
入
超
問
題
を
解
決
す
る
も
h
w
s
t
除
受
取
師
が
た
〈
、
‘
叉
銀
問
題
に
つ
い
て
も

制

全
国
的
に
は
そ
の
論
旨
は
承
認

U
得
た
い
も
白
で
あ
る
。
と
与
で
特
に
職
時
金
融
準
備
工
作
と
し
て
戸
見
ん
と
す
る
と
E
ろ
は
新
貨
幣

政
策
以
降
K
斡
貯
る
己
の
種
回
準
備
集
中
が
持
つ
任
務
で
島
る
?
戦
時
佐
治
い
で
現
金
準
備
流
失
の
阻
止
剣
何
忙

9
V
で
は
準
備
集

中
白
持
。
意
義
は
否
定
し
法
い
。
併
し
乍
ら
法
幣
を
以
て
す
る
先
換
請
求
ほ
不
能
で
あ
る
が
、
法
定
溺
替
相
揚
に
土
Z
外
聞
岡
崎
品
世
ヘ
ソ

の
持
換
は
準
備
の
保
益
を
完
か
ち

L
め
難
き
も
の
と
す
る
。

E
の
鮪
今
次
?
の
支
那
事
費
陀
際
曾
じ
て
膏
政
権
と
じ

τそ
の
苦
闘
の
跡

、
を
露
呈
し
た
と
己
ろ
で
も
あ
る
掛
か
く
D
如
〈
観
察
し
来
れ
ぽ
帯
同
行
準
備

m
T

集
中
は
完
全
量
期
待
し
得
る
も
の
で
は
だ
か
っ
た
げ
れ
川

E
品
聯
会
準
備
制

F
よ
る
褒
行
準
備
聖
戦
闘
す
る
も
の
で
は
た
い
。
抽
出
行
準
備
の
集
中
保
管
ト
更
年
明
時
陀
必
け
る
準
備
自
移
動
乃

至
保
護
の
容
易
性
に
つ
い
て
は
馬
一
氏
の
論
述
せ
し
戦
時
に
長
け
る
準
備
金
に
つ
い
て
の
具
特
例
を
特
に
我
園
時
削
し
て
記
録
せ
し
も

の
門
が
あ
b
?
そ
れ
は
民
薗
二
+
五
年
末
。
稜
刊

t
あ
り
、
支
那
事
費
勃
裂
の
一
-
年
前
な
る
-
E
と
じ
照
合
し
て
附
積
す
る
と
ん
」
が
出
来

羽る
。
以
上
褒
行
準
備
に
づ
い
て
、
は
そ
の
集
中
保
管
を
と
白
程
度
比
ま
で
記
議
す
る
と
と
が
出
来
る
が
寸
銀
行
経
替
の
晶
一
一
闘
陀
つ
い
て

の
預
金
準
備
b
集
中
保
管
は
備
蓄
銀
行
白
そ
れ
以
上
を
停
へ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

x

-

s

司

、

J

支
那
事
費
以
降
、
奮
政
擦
の
誼
貨
金
融
工
位
に
つ
い
て
は
動
向
策
に
封
外
策
に
、
各
種
の
法
令
を
見
る
己
と
が
由
来
る
。
一
就
中
金
事、同

1

1

u

、t1
4

!

日

1

j
一
(

d

F

J

つ

九

5
1
1

務
方
続一

七
六

都

、j

¥
ピ
与
、
一



融
機
構
に
闘
す
る
も
の
と
し
て
は
民
園
三
十
八
年
八
月
二
十
六
日
「
中
申
交
農
四
行
聯
合
貼
放
燐
法
」
は
第
一
安
回
行
聯
合
耕
事
底
綿

廃
の
組
織
付
け
を
な
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
寸
改
善
地
方
金
融
機
構
緋
法
綱
要
」
は
地
方
金
融
機
構
を
統
制
せ

ん
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
十
入
年
九
月
八
日
の
「
室
岡
金
融
耕
法
綱
要
戸
並
に
「
戦
時
健
全
中
央
金
融
機
構
練
法
」
は
第
二
吹
四
行
聯

合
瀦
事
麗
綿
庵
の
結
成
を
伝
言
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
央
金
融
機
構
白
強
化
並
に
己
れ
が
直
属
関
係
あ
る
地
方
金
融
機
構
の
整
備

は
か
く
の
如
く
漸
次
具
樋
化
さ
れ
採
っ
売
も
の
で
怠
る
が
、
普
通
商
業
銀
行
へ
の
統
制
は
最
後
ま
で
残
っ
た
領
域
で
あ
っ
た
。
民
園

二
十
九
年
八
月
九
日
。
「
非
常
時
期
管
理
銀
行
暫
行
耕
法
ι
は
寅
に
と
の
間
隙
を
克
嘆
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
ロ
本
融
問
法
の
公
布
を
ノ

促
進
せ
し
め
た
る
事
情
と
し
て
は
上
梅
毒
費
の
投
機
抑
制
の
如
き
を
織
込
ま
な
ζ
て
は
な
ら
虫
け
い
れ

E
も
、
銀
行
統
制
法
と
し
て
の

意
義
左
大
昔
〈
持
つ
も
白
で
あ
る
。
向
訟
の
一
、
要
尉
ど
し
て
白
「
提
存
標
準
金
」
の
一
項
は
同
耕
法
第
二
俸
の
規
定
?
る

εこ
ろ
で
る
一
一
4

る
♂
「
除
偶
者
套
龍
一
服
備
蓄
銀
行
法
理
理
外
、
共
普
通
奪
議
以
経
牧
存
款
純
一
額
百
分
之
ご
十
鋳
標
準
金
、
韓
存
骨
岡
地
中
中
交
農
一
V

四
行
住
何
一
行
、
並
由
締
存
行
始
以
遁
営
利
息
」
白
二
項
は
預
金
準
備
に
つ
い
て
白
遁
用
を
普
通
商
業
銀
行
一
般
円
要
求
す
る
己
占
時
耶

、
P
首

に
た
っ
た
も
D
と
し
て
意
義
付
欧
ら
れ
る
。

ρ

6

1

r

雌
凪
踊
ぁ

政
白

融
関

t

四

節

約

建

園

儲

蓄

f

i

J

よ
韓
一
ぃ

品
職

僅
か
に
数
字
詰
岨
一
れ
ほ
、
世
界
不
況
が
論
議
色
れ
し
頃
は
世
界
の
各
囲
拡
供
給
白
過
剰
を
悩
み
需
要
の
減
退
を
憂
へ
た
も
の
で
む
即
日
航
、

1
9
0

生
産
一
過
剰
と
し
て
論
究
す
る
か
消
費
不
足
と
じ
て
断
定
す
る
，
か
は
吋
2
宮
}
国
型

g
q
、
と
し
て
所
謂
豊
年
飢
嵐
の
論
議
が
俳
醐
岬

倒
し
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
職
君
臨
摘
の
時
期

κ入
れ
ば
経
済
は
統
制
強
化
。
一
途
を
辿
仁
免
職
争
経
怖
の
本
質
γ

を
現
貨
が
輪
廓
付

J

属中、

け
て
来
た
も
白
で
あ
る
や

r

物
資
の
需
供
は
主
に
謹
聴
し
て
過
剰
白
調
整
で
は
た
え
不
足
の
調
整
と
し
て
取
上
げ
ち
れ
る
。
不
是
認
、

儲

語

銀

行

由

課

題

い

・

六

七

一

i 

大

務
五
十
四
巻

第
プミ

掛

七
七
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備

蓄

銀

行

白

課

題

第

六

腕

の
調
整
は
輸
出
、
職
ん
に
も
働
き
か
け
る
が
己
れ
は
戦
争
規
模
の
繍
犬
に
件
ひ
逆
に
調
整
D
領
域
が
一
狭
少
と
た
ち
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
れ
ば
生
産
モ
の
も
の
に
つ
い
て
生
産
力
が
繍
充
さ
れ
る
を
急
務
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ
と
表
裏
一
慢
の
関
聯
に
烏
い
て
消
費

の
規
正
が
要
撃
さ
れ
て
来
る
。
消
費
の
節
約
は
自
主
的
友
も
の
か
ら
強
制
的
た
も
の
忙
進
度
を
高
め
て
行
〈
も
白
で
あ
り
、
又
物
償

d
F
五
十
四
巻
・

七
ハ、

六
七

/ 

の
側
面
か
ら
徴
税
b
側
面
か
ら
浮
動
購
長
力
主
吸
牧
せ
ん
と
す
る
等
の
方
策
が
議
ぜ
ら
れ
て
来
る
。
戦
争
経
済
比
語
け
る
節
約
乃
至

貯
蓄
の
意
義
は
か
く

τ大
吉
く
浮
出
る
「
吏

ι紙
幣
政
策
に
即
し
て
の
貨
幣
偵
値
の
動
揺
を
織
づ
て
紙
幣
膨
脹
政
策
は
極
力
岡
越
さ

る
べ
き
が
主
唱
さ
折
る
も
の
で
あ
り
、
沓
政
権
に
長
い
て
も
例
外
を
注
す
も
白
で
は
な
い
。
然
も
戟
陣
に
際
合
し
て
は
信
用
D
破
壊
、

金
融
の
硬
寒
の
潟
に
更
に
生
産
力
白
鶴
充
の
お
に
紙
幣
増
褒
の
傾
向
に
あ
る
は
売
れ
難
い
。
奮
政
権
側
の
意
岡
D
要
約
を
見
る

K
次

の
如
〈
で
忘
る
。
紙
幣
の
増
褒
は
そ
の
迅
速
友
る
手
段
に
し
て
、
如
何
た
る
募
債
乃
至
徴
税
方
法
も
及
ば
ざ
る
み
己
ろ
と
じ
て
政
府

ゆ
漆
凋
を
誘
致
す
る
。
と
の
鮪
を
非
常
時
下
に
あ
っ
て
は
政
府
は
国
家
の
存
績
を
困
る
矯
忙
は
必
要
方
策
白
一
ー
乏
し
た
ず
は
承
認
さ
れ

る
け
れ
ど
も
、
政
府
は
須
く
財
政
霊
安
他
の
富
に
た
い
て
疏
迫
害
撃
?
、
紙
幣
政
策
の
放
置
す
言
集
ぎ
る
の
饗
叩

関

戒
は
均
し
〈
理
解
忌
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
金
融
機
構
の
改
善
、
貨
幣
制
度
の
韓
併
一
は
既
忙
戦
時
金
融
準
備
工
作
と
じ
て
の
使
命
を
明
〆
ぐ

荷
ひ
っ
与
具
緯
的
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
民
園
二
十
四
年
の
幣
制
改
革
は
英
園
D
背
景
K
Iる
売
那
経
済
C
再

川

編
成
と
も
見
る
ベ
〈
、
翌
二
十
五
年
の
幣
制
一
部
修
正
は
米
園
の
勢
力
K
よ
る
支
那
経
済
白
再
編
成
!
と
も
見
る
ペ
膏
性
格
D
織
込
ま
軸

れ
あ
る
に
羽
田
意
主
要
す
べ
き

Z
が
多
分
に
伏
在
す
る
ロ
そ
れ
は
戦
時
金
融
工
作
と
し
て
も
必
然
に
密
接
不
可
分
の
作
用
を
波
及
し
醐

J

、
中

た
も
白
で
あ
る
が
、
松
幣
制
度
へ
白
安
援
で
あ
っ
一
究
と
共
に
桂
椅
で
も
あ
っ
た
。
法
幣
の
殻
行
は
奮
政
様
E
h
け
る
濁
自
性
主
制
約
称

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
仇
は
法
幣
飢
稜
へ
の
制
動
機
的
作
用
を
持
つ
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
奮
政
楠
と
し
て
ほ
こ
ち
に
も
芳
干
の
前

封
策
が
必
要
と
た
つ
だ
と
見
怠
け
れ
ば
な
も
た
い
。
法
幣
は
結
局
そ
の
褒
行
額
一
聖
増
大
し
た
と
は
い
へ
、
米
英
の
監
視
下
に
る
っ
た

J
P

守

• 



こ
と
は
事
買
で
あ
る
。
さ
れ
ば
醤
政
槙
に
長
け
る
戦
費
支
携
の
方
途
今
七
て
は
賛
行
法
幣
の
岡
牧
に
よ
る
還
流
作
河
を
狙
は
左
け
れ
行

ば
な
ら
由
わ
け
で
あ
り
、
己
主
に
備
蓄
奨
蹴
策
が
今
夜
事
務
の
営
初
よ
り
重
要
た
立
揚
を
占
め
で
書
留
し
て
ゐ
た
と
と
の
粧
品
牌
陀
燭
融

秘

障

問

れ

る

己

と

が

出

来

る

。

、

ぜ

1

ι

託
ー

善
政
搭
側
む
節
約
音
響
運
動
主
義
友
る
も
の
に
お
い
て
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。
一
一
十
九
年
季
節
に
際
し
て
の
奔
介
石
油
慨
れ

尊
重
矧

2

電
に
告
い
て
汁
吾
人
多
節
一
分
之
浪
費
、
郎
潟
建
園
培
養
一
分
之
一
司
集
、
多
偶
者
一
ー
分
之
現
款
、
郎
潟
抗
戦
多
増
長
一
分
之
寅
力
、

6

n

p

o一

、

ヰ

政
府
図
財
力
集
中
、
而
宏
建
設
之
功
滋
、

λ
民
節
儲
有
恒
べ
而
致
盟
裕
之
蓄
積
、
園
利
民
官
、
膏
由
是
興
」

lt訴
へ
て
ゐ
る
。
曾
で
ト
章

4
u
=

一

欧
洲
大
戦
時
一
丸
一
五
年
六
月
二
十
九
日
英
図
首
相
ア
ス
キ
三
子
吋
Z
昆

国

E
4
旨
A
E
P
)
は
戦
時
財
政
の
豊
富
と
平
和
克
復
後
財
界
即
第
u

、
の
強
化
白
震
に
貯
蓄
の
重
要
耐
を
説
昔
、
生
活
上
不
必
要
注
消
費
と
友
る
所
得
部
分
が
戦
争
財
政
上
白
最
も
致
命
的
危
損
失
と
な
る
闘
る
志

戸

一

機

知

櫨

師

事
脅
し
て
、
園
民
的
貯
蓄
蓄
を
展
開
せ
し
め
た
る
と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
る

o
T
H各
園
何
れ
に
あ
っ
て
も
華
経
済
に
占
鍛
軸
J

む
る
園
民
貯
蓄
増
進
の
意
義
作
相
同
時
は
な
ア
¥
貯
蓄
の
不
振
は
生
産
力
に
支
障
を
来
仁
、
極
害
時
脹
を
悪
性
化
ず
帰
も
の
と
た
る
は
脚
「
醐

必
然
で
あ
る
。
我
園
と
し
て
も
既
に
昭
和
主
一
一
年
毒
需
品
最
妻
働
局
が
設
け
ち
れ
、
闘
民
貯
蓄
奨
励
委
員
舎
が
置
か
れ
鐸

那
て
踊

て
全
園
に
貯
蓄
促
進
が
繰
繍
げ
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
軍
費
支
携
の
震
の
儲
蓄
奨
闘
は
儲
苔
銀
行
/
の
課
題
を
超
え
た
支
い
草

目
指
調

も
り
で
あ
る
。
中
・
中
・
交
一
一
・
農
肉
行
‘
中
央
信
託
局
、
郵
政
備
金
隈
業
局
を
始
め
と
し
丈
全
面
的
に
備
蓄
勧
奨
を
行
ふ
も
の
で
あ
り
、
下
に
配

慶
輩
、

事
計
春

、
寄
官

舎
傭
沈

究
的
、

研
我
章

融
、
来

金
綱
陳

濁
り
備
蓄
銀
行
の
領
域
白
も
白
で
は
友
い
。

銀
行
管
理
規
定
は
草
案
と
し
て
は
貯
に
出
来
上
っ
た
も
の
を
見
し
も
、
容
易
忙
寅
施
に
歪
ら
一
な
か
っ
た
。
然
弘
に
儲
蓄
銀
行
法
は

己
D
種
取
締
規
定
と
し
て
は
施
行
さ
れ
し
先
行
的
の
も
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
監
督
強
化
。
必
要
に
迫
害
れ

6

し
分
野
の
，
も
の
で
あ
っ
た

、
と
も
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
文
他
国
に
止
い
て
は
儲
蓄
銀
行
の
褒
達
に
つ
い
て
は
園
良
性
。
一
端
の
現
れ
と
し
て
並
に
民
族
費
本
の

ニ噛
D
動
き
と
し
せ
看
取
す
べ
き
課
題
を
取
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

儲
蓄
飯
田
川
由
課
題

Y 
、、

停
五
十
四
巻

六
七

第
六
競

4五、
ブL

札、
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